
囃
子
の
実
演
、
青
森

県
産
品
の
ご
馳
走

等
、
青
森
ま
で
の
新

幹
線
が
開
通
す
る
こ

と
も
あ
り
、
県
を
上

げ
て
青
森
を
売
り
込

も
う
と
い
う
勢
い
で

開
場
は
青
森
一
色
と

な
っ
た
。
ま
た
、
各

地
域
自
慢
の
Ｂ
級
グ

ル
メ
屋
台
が
会
場
内

に
設
営
さ
れ
お
り
、

そ
の
種
類
の
多
さ
に

驚
い
た
。
そ
の
多
く

が
Ｂ–

１
グ
ラ
ン
プ

リ
に
お
い
て
上
位
入
賞
を
果
た
し
て
お
り
、
青

森
県
の
地
域
づ
く
り
に
懸
け
る
熱
意
を
感
じ

た
。

　

二
日
目
の
全
体
会
で
は
、
伝
統
芸
能
の
鑑

賞
、
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
ク
イ
ズ
等
で
、
楽

し
く
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
後
参

加
者
は
バ
ス
で
各
分
科
会
の
研
修
地
へ
移
動
し

た
。

関
心
の
あ
る
約
３
０
０
人
が
参

加
者
と
し
て
集
ま
り
、「
出
会
う
・

つ
な
が
る
・
動
き
出
す
～
み
ん

な
が
け
や
ぐ
（
仲
間
）
青
森
で
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
２
０
１
０
年
11
月

11
日
～
13
日
に
か
け
て
の
三
日

間
、
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
研
修

や
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。
初

日
は
前
夜
祭
、

二
日
目
の
午
前

中
に
全
体
会
が

行
わ
れ
、
午
後

は
各
参
加
者
が

希
望
し
た
青
森

県
各
地
の
分
科
会
に
別
れ
、

三
日
目
は
引
き
続
き
分
科
会

で
の
研
修
と
い
う
日
程
で
あ

る
。

　

前
夜
祭
で
は
、
三
村
青
森

県
知
事
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

青
森
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
津

軽
三
味
線
の
演
奏
や
ね
ぶ
た

　

２
０
０
９
年
４
月
～
２
０
１
１
年
３
月
ま

で
の
間
、
財
団
法
人
え
ひ
め
地
域
政
策
研
究
セ

ン
タ
ー
に
て
研
究
員
と
し
て
勤
務
し
、
様
々
な

地
域
づ
く
り
事
例
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
。
地

域
活
性
化
に
関
す
る
研
究
や
、
舞
た
う
ん
の
編

集
、
県
外
か
ら
の
移
住
相
談
の
対
応
等
々
業
務

を
通
じ
て
地
域
づ
く
り
に
対
す
る
理
解
が
深
ま

っ
た
。
中
で
も
特
に
印
象

深
か
っ
た
の
は
、｢

地
域

づ
く
り
団
体
全
国
研
修

交
流
大
会
青
森
大
会｣

に

参
加
し
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
県
内
や
近
県
の
地
域

づ
く
り
事
例
を
学
ぶ
機

会
は
多
か
っ
た
の
だ
が
、

県
外
の
特
に
東
北
地
方

の
地
域
づ
く
り
を
学
ぶ

機
会
は
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
非
常
に
刺
激
的

で
実
り
の
あ
る
研
修
と

な
っ
た
。

　

研
修
大
会
は
全
国
各

地
か
ら
地
域
づ
く
り
に

研究員
卒業レポート

地
域
づ
く
り
を
知
る

　
～
え
ひ
め
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
勤
務
を
通
じ
て
～

客
員
研
究
員
　
近
藤
　
誠
護
（
伊
予
銀
行
）

青森県知事の挨拶

活動報告（分科会）
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